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Abstract

このドキュメントでは、OpenShift Container Platform 機能の概要を説明します。
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第1章 OPENSHIFT CONTAINER PLATFORM 4.19 ドキュメント
目次

このドキュメントは、公式の OpenShift Container Platform 4.19 ドキュメントです。ここでは、
OpenShift Container Platform を学び、その機能を使い始めることができます。

OpenShift Container Platform 4.19 ドキュメント内は、次のいずれかの方法で移動できます。

ナビゲーションバーを使用してドキュメントを参照します。

OpenShift Container Platform について  から興味のあるタスクを選択してください

OpenShift Container Platform には、別の機能を追加し、クラスターの機能を拡張するさまざ
まな階層化された機能があります。詳細は、OpenShift Container Platform Operator ライフサ
イクル を参照してください。
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第2章 OPENSHIFT CONTAINER PLATFORM の紹介
OpenShift Container Platform は、クラウドベースの Kubernetes コンテナープラットフォームです。
OpenShift Container Platform の基盤は、Kubernetes に基づいているため、同じテクノロジーを共有し
ています。アプリケーションおよびアプリケーションをサポートするデータセンターで、わずか数台の
マシンとアプリケーションから、何百万ものクライアントに対応する何千ものマシンに拡張できるよう
に設計されています。

OpenShift Container Platform を使用すると、以下を実行できます。

開発者および IT 組織に、セキュアでスケーラブルなリソースへのアプリケーションのデプロイ
に使用できる、クラウドアプリケーションプラットフォームを提供する。

設定および管理のオーバーヘッドを最小限に抑える。

Kubernetes プラットフォームをお客様のデータセンターおよびクラウドに導入する。

セキュリティー、プライバシー、コンプライアンス、ガバナンスの要件を満たす。

Kubernetes を基盤とする OpenShift Container Platform には、大規模な通信、ビデオストリーミン
グ、ゲーム、銀行取引、およびその他のアプリケーションのエンジンと同様にサービスを提供する技術
が組み込まれています。Red Hat のオープンテクノロジーに実装することで、コンテナー化されたアプ
リケーションを、単一クラウドを超えてオンプレミスおよびマルチクラウド環境へと拡張できます。

OpenShift Container Platform は、コンテナー化されたアプリケーションを開発し、実行するためのプ
ラットフォームです。アプリケーションおよびアプリケーションをサポートするデータセンターで、わ
ずか数台のマシンとアプリケーションから、何百万ものクライアントに対応する何千ものマシンに拡張
できるように設計されています。

2.1. OPENSHIFT CONTAINER PLATFORM について

OpenShift Container Platform は、コンテナーベースのアプリケーションのライフサイクルと、ベアメ
タル、仮想化、オンプレミス、クラウドなどのさまざまなコンピューティングプラットフォームへの依
存関係を管理するための Kubernetes 環境です。OpenShift Container Platform はコンテナーをデプロ
イ、設定、および管理します。OpenShift Container Platform は、そのコンポーネントの使いやすさ、
安定性、およびカスタマイズを提供します。

OpenShift Container Platform は、ノードと呼ばれる多数のコンピューティングリソースを利用しま
す。ノードには、Red Hat Enterprise Linux CoreOS (RHCOS) として知られる、Red Hat Enterprise
Linux (RHEL) に基づく軽量でセキュアなオペレーティングシステムがあります。

ノードは、起動して設定した後、スケジュールされたコンテナーワークロードのイメージを管理および
実行するために、CRI-O や Docker などのコンテナーランタイムを取得します。Kubernetes エージェ
ント (kubelet) は、ノード上のコンテナーワークロードをスケジュールします。kubelet は、ノードをク
ラスターに登録し、コンテナーワークロードの詳細を受け取ります。

OpenShift Container Platform は、クラスターのネットワーキング、負荷分散、およびルーティングを
設定および管理します。OpenShift Container Platform は、クラスターのヘルスとパフォーマンスのモ
ニタリング、ロギング、およびアップグレードの管理のためのクラスターサービスを追加します。

コンテナーイメージレジストリーと OperatorHub は、クラスター内でさまざまなアプリケーション
サービスを提供するための Red Hat 認定製品とコミュニティービルドソフトウェアを提供します。これ
らのアプリケーションとサービスは、クラスターにデプロイされたアプリケーション、データベース、
フロントエンドとユーザーインターフェイス、アプリケーションランタイムとビジネスの自動化、およ
びコンテナーアプリケーションの開発とテストのための開発者サービスを管理します。

クラスター内のアプリケーションを管理するには、ビルド済みのイメージから実行されるコンテナーの
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クラスター内のアプリケーションを管理するには、ビルド済みのイメージから実行されるコンテナーの
デプロイを手動で設定するか、Operator と呼ばれるリソースを使用します。ビルド前のイメージと
ソースコードからカスタムイメージをビルドし、これらのカスタムイメージをローカルの内部、プライ
ベート、またはパブリックレジストリーに保存できます。

マルチクラスター管理レイヤーは、単一のコンソールで、複数のクラスターのデプロイメント、設定、
コンプライアンス、およびワークロードの分散を管理できます。

2.1.1. ユースケース

Red Hat OpenShift は、さまざまなユースケースをサポートするために業界全体で広く採用されてお
り、組織がアプリケーションを最新化し、インフラストラクチャーを最適化して、運用効率を向上させ
ることを可能にします。

OpenShift Virtualization

仮想マシン (VM) とコンテナーを並行して管理するための統合プラットフォームを提供しま
す。これにより、運用の効率化と複雑さの軽減を実現します。

仮想マシンワークロードを効率的にスケーリングするための堅牢なインフラストラクチャー
を提供します。

強化されたセキュリティー機能を提供して仮想マシン環境を保護し、コンプライアンスと
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強化されたセキュリティー機能を提供して仮想マシン環境を保護し、コンプライアンスと
データの整合性を確保します。
詳細な実装ガイドラインとサンプルアーキテクチャーは、OpenShift Virtualization -
Reference Implementation Guide を参照してください。このドキュメントでは、VMware
Cloud Foundation、VMware vSphere Foundation、Red Hat Virtualization、OpenStack など
のプラットフォームから OpenShift Virtualization に移行する環境向けに設計された、仮想
化ワークロードのホスティングソリューションとして OpenShift をデプロイするためのベス
トプラクティスを説明します。

人工知能と機械学習 (AI/ML) 運用を含むアプリケーションのモダナイゼーション

レガシーアプリケーションのコンテナー化とリファクタリングを可能にします。

アプリケーションをクラウド対応かつ保守可能にしながら、ビジネスロジックを保持しま
す。

標準化された ML インフラストラクチャーを使用して、モデルトレーニングと推論ワーク
ロードをサポートします。

データサイエンスのワークフローとシームレスに統合します。

マルチクラウドとハイブリッドクラウドのデプロイメント

オンプレミスのデータセンターと複数のパブリッククラウドにわたって一貫したプラット
フォームを提供します。

ベンダーロックインを回避し、ワークロードの配置を最適化します。

DevOps の有効化

組み込みの継続的デリバリーおよび継続的インテグレーション (CI/CD) パイプラインと
GitOps ワークフローにより、ソフトウェア開発が効率化されます。

ソフトウェアの提供を加速するために、開発者によるセルフサービス機能を提供します。

エッジコンピューティング

通信、小売、製造などの業界において、データソースに近い場所での分散コンピューティン
グを可能にします。

3 ノードクラスター、シングルノードクラスター、Red Hat Device Edge または MicroShift
などの軽量デプロイメントパターンをサポートします。

オンプレミスデプロイメントをサポートします。

規制コンプライアンス

金融サービス、医療、政府機関のコンプライアンス要件を満たす強力なセキュリティー機能を提供
します。

マイクロサービスアーキテクチャー

サービスメッシュ、API 管理、サーバーレス機能を使用したクラウドネイティブアプリケーション開
発をサポートします。

エンタープライズ向け SaaS の提供

一貫した操作でマルチテナント SaaS アプリケーションのデプロイメントを容易にします。
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Hosted Control Plane、Cluster-as-a-Service、Advanced Cluster Management (ACM) およ
び Advanced Cluster Security (ACS) によるフリートレベルの管理などの機能が含まれま
す。

さらなるユースケースは、ユースケース を参照してください。

さまざまなユースケースに合わせた追加の推奨ソリューションは、Red Hat のソリューションパターン
を参照してください。

関連情報

単一ノードへのインストールの準備
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第3章 OPENSHIFT CONTAINER PLATFORM の詳細
OpenShift Container Platform の機能を学び、理解を深めるのに役立つコンテンツを見つけるには、次
のセクションを参照してください。

3.1. 学習とサポート

OpenShift Container Platform の詳細 オプションの関連情報

OpenShift Container Platform の新機能 OpenShift ブログ

OpenShift Container Platform ライフサイクルポリ
シー

OpenShift Container Platform のライフサイクル

OpenShift インタラクティブラーニングポータル OpenShift に関するナレッジベースの記事

サポートの利用 クラスターに関するデータの収集

3.2. アーキテクチャー

OpenShift Container Platform の詳細 オプションの関連情報

Enterprise Kubernetes with OpenShift Tested platforms

アーキテクチャー セキュリティーおよびコンプライアンス

ネットワーク OVN-Kubernetes のアーキテクチャー

バックアップおよび復元 以前のクラスター状態への復元

3.3. INSTALLATION

以下の OpenShift Container Platform インストールタスクを確認してください。

OpenShift Container Platform へのインストールを
学ぶ

オプションの関連情報

OpenShift Container Platform インストールの概要 クラスターインストール方法の選択およびそのユー
ザー向けの準備

FIPS モードでのクラスターのインストール FIPS 準拠について

3.4. その他のクラスターインストーラータスク
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https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/ovn-kubernetes_network_plugin/#ovn-kubernetes-architecture-con
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/backup_and_restore/#backup-restore-overview
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/backup_and_restore/#scenario-2-restoring-cluster-state
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installation_overview/#ocp-installation-overview
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installation_overview/#installing-preparing
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installation_overview/#installing-fips-mode_installing-fips
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installing_an_on-premise_cluster_with_the_agent-based_installer/#agent-installer-fips-compliance_preparing-to-install-with-agent-based-installer


OpenShift Container Platform のその他のインス
トーラータスを学習する

オプションの関連情報

インストールの問題のトラブルシューティング インストールの検証

Red Hat OpenShift Data Foundation のインストール Image Mode for OpenShift

3.4.1. 制限されたネットワークにクラスターをインストールする

制限されたネットワークでのインストールを学ぶ オプションの関連情報

非接続インストールミラーリングについて クラスターが user-provisioned infrastructure を使用
しており、クラスターがインターネットに完全にア
クセスできない場合は、OpenShift Container
Platform インストールイメージをミラーリングする
必要があります。

Amazon Web Services (AWS)

Google Cloud

vSphere

IBM Cloud®

IBM Z® および IBM® LinuxONE

IBM Power®

ベアメタル

3.4.2. 既存のネットワークにクラスターをインストールする

制限されたネットワークでのインストールを学ぶ オプションの関連情報

Amazon Web Services (AWS) または Google Cloud
の既存の Virtual Private Cloud (VPC) または
Microsoft Azure の既存の VNet を使用する場合は、
クラスターをインストールできます。

Google Cloud 上のクラスターを共有 VPC にインス
トールする方法

3.5. クラスター管理者

OpenShift Container Platform クラスターのアク
ティビティーを学ぶ

オプションの関連情報

第3章 OPENSHIFT CONTAINER PLATFORM の詳細
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https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/validation_and_troubleshooting/#installing-troubleshooting
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/validation_and_troubleshooting/#validating-an-installation
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/storage/#red-hat-openshift-data-foundation
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/machine_configuration/#mco-coreos-layering
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/disconnected_environments/#index
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installing_on_aws/#installing-restricted-networks-aws
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installing_on_google_cloud/#installing-restricted-networks-gcp
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installing_on_vmware_vsphere/#installing-restricted-networks-vsphere
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installing_on_ibm_cloud/#installing-ibm-cloud-restricted
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installing_on_ibm_z_and_ibm_linuxone/#preparing-to-install-on-ibm-z
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installing_on_ibm_power/#installing-restricted-networks-ibm-power
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installing_on_bare_metal/#installing-restricted-networks-bare-metal
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installing_on_aws/#installing-aws-vpc
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installing_on_google_cloud/#installing-gcp-vpc
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installing_on_azure/#installing-azure-vnet
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installing_on_google_cloud/#installation-gcp-shared-vpc-prerequisites_installing-gcp-shared-vpc


OpenShift Container Platform の管理を理解する
マシン API

演算子

* etcd

クラスター機能を有効にする OpenShift Container Platform 4.19 のオプションのク
ラスター機能

OpenShift Container Platform クラスターのアク
ティビティーを学ぶ

オプションの関連情報

3.5.1. クラスターコンポーネントの管理と変更

3.5.1.1. クラスターコンポーネントの管理

クラスターコンポーネントの管理を学ぶ オプションの関連情報

マシンセットを使用して コンピュート と コントロー
ルプレーン マシンを管理します。

マシンヘルスチェックのデプロイ

OpenShift Container Platform クラスターへの自動ス
ケーリングの適用

Pod スケジューリングの決定に Pod の優先順位を含
める

コンテナーレジストリーの管理 Red Hat Quay

ユーザーおよびグループの管理 system:admin ユーザーの権限の借用

認証の管理 複数のアイデンティティープロバイダー

Ingress、API サーバー、および サービス 証明書を管
理する

ネットワークセキュリティー

ネットワークの管理
Cluster Network Operator

複数のネットワークインターフェイス

ネットワークポリシー

Operator の管理 インストールされた Operators からのアプリケー
ションの作成

Red Hat OpenShift support for Windows Containers
の概要

Windows コンテナーワークロードについて

3.5.1.2. クラスターコンポーネントの変更

OpenShift Container Platform 4.19 概要
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https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/architecture/#architecture-overview-architecture
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/machine_management/#machine-api-overview_overview-of-machine-management
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/architecture/#operators-overview_control-plane
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/etcd/#etc-overview
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installation_overview/#enabling-cluster-capabilities_cluster-capabilities
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/installation_overview/#explanation_of_capabilities_cluster-capabilities
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/machine_management/#machine-mgmt-intro-managing-compute_overview-of-machine-management
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/machine_management/#machine-mgmt-intro-managing-control-plane_overview-of-machine-management
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/machine_management/#deploying-machine-health-checks
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/machine_management/#applying-autoscaling
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/nodes/#nodes-pods-priority
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/registry/#registry-overview
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_quay/
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/authentication_and_authorization/#understanding-authentication
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/authentication_and_authorization/#impersonating-system-admin
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/authentication_and_authorization/#understanding-authentication
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/authentication_and_authorization/#supported-identity-providers
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/security_and_compliance/#replacing-default-ingress
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/security_and_compliance/#api-server-certificates
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/security_and_compliance/#add-service-serving
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/network_security/#network-policy-apis
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/networking_overview/#understanding-networking
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/networking_operators/#nw-cluster-network-operator_cluster-network-operator
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/multiple_networks/#understanding-multiple-networks
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/network_security/#about-network-policy
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/operators/#olm-understanding-operatorhub
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/operators/#olm-creating-apps-from-installed-operators
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/windows_container_support_for_openshift/#index
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/windows_container_support_for_openshift/#understanding-windows-container-workloads_understanding-windows-container-workloads


クラスターコンポーネントの変更について オプションの関連情報

OpenShift の更新の概要
Web コンソールを使用してクラスターを更
新

CLI を使用した更新

非接続環境での OpenShift Update Service
の使用

カスタムリソース定義 (CRD) を使用したクラスター
の変更 CRD の作成

CRD からのリソースの管理

リソースクォータの設定 複数のプロジェクト間のリソースクォータ

リソースの整理と回収 高度なビルドの実行

クラスターの スケール と 調整 OpenShift Container Platform スケーラビリティーお
よびパフォーマンス

3.6. クラスターの観測

OpenShift Container Platform の詳細 オプションの関連情報

Red Hat OpenShift Distributed Tracing Platform の
リリースノート

Red Hat OpenShift Distributed Tracing Platform

Red Hat build of OpenTelemetry 複数のクラスターからテレメトリーデータを受信す
る

Network Observability について
ダッシュボードとアラートでのメトリクス
の使用

Traffic flows ビューからのネットワークト
ラフィックの監視

OpenShift Container Platform モニタリングについて
リモートヘルスモニタリング

Red Hat OpenShift の電力監視 (テクノロ
ジープレビュー)

3.7. ストレージアクティビティー
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https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/updating_clusters/#intro-to-updates
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/updating_clusters/#updating-cluster-web-console
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/updating_clusters/#updating-cluster-cli
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/disconnected_environments/#about-disconnected-updates
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/operators/#crd-extending-api-with-crds
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/operators/#crd-creating-custom-resources-definition_crd-extending-api-with-crds
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/operators/#crd-managing-resources-from-crds
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/building_applications/#quotas-setting-per-project
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/building_applications/#quotas-setting-across-multiple-projects
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/building_applications/#pruning-objects
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/builds_using_buildconfig/#builds-build-pruning-advanced-build-operations
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/scalability_and_performance/#scaling-cluster-monitoring-operator
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/scalability_and_performance/#using-node-tuning-operator
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/scalability_and_performance/#scalability-and-performance-overview
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/distributed_tracing/#distr-tracing-rn
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/distributed_tracing/#distr-tracing-tempo-architecture
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/red_hat_build_of_opentelemetry/#install-otel
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/red_hat_build_of_opentelemetry/#otel-receiving-telemetry-data
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/network_observability/#network-observability-overview
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/network_observability/#metrics-alerts-dashboards_metrics-alerts-dashboards
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/network_observability/#network-observability-trafficflow_nw-observe-network-traffic
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/monitoring/#about-ocp-monitoring
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/support/#about-remote-health-monitoring_about-remote-health-monitoring
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/power_monitoring/#power-monitoring-overview


OpenShift Container Platform の詳細 オプションの関連情報

ストレージタイプ
永続ストレージ

一時ストレージ

3.8. アプリケーションサイトリライアビリティーエンジニア (APP SRE)

OpenShift Container Platform の詳細 オプションの関連情報

アプリケーションのビルドの概要 プロジェクト

演算子 クラスター Operator リファレンス

3.9. 開発者

OpenShift Container Platform は、コンテナー化されたアプリケーションを開発し、デプロイするため
のプラットフォームです。OpenShift Container Platform の機能をより深く理解するには、次の
OpenShift Container Platform ドキュメントを確認してください。

OpenShift Container Platform でのアプリケーショ
ン開発について

オプションの関連情報

Getting Started with OpenShift for Developers (イン
タラクティブチュートリアル) OpenShift Container Platform の開発につい

て

プロジェクトの使用

デプロイメントの作成

Red Hat Developer Web サイト イメージ builds について

Red Hat OpenShift Dev Spaces (旧: Red Hat
CodeReady Workspaces)

演算子

コンテナーイメージの作成 イメージの管理の概要

odo 開発者向け CLI

Topology ビューを使用したアプリケーション構成の
表示

アプリケーションのエクスポート

OpenShift Pipelines について CI/CD パイプラインの作成

OpenShift Container Platform 4.19 概要
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https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/storage/#storage-types
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/storage/#understanding-persistent-storage
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/storage/#understanding-ephemeral-storage
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/building_applications/#building-applications-overview
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/building_applications/#working-with-projects
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/operators/#olm-what-operators-are
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/operators/#cluster-operator-reference
https://developers.redhat.com/products/openshift/getting-started#assembly-field-sections-13455
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/architecture/#understanding-development
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/building_applications/#working-with-projects
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/building_applications/#what-deployments-are
https://developers.redhat.com/
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/builds_using_buildconfig/#understanding-image-builds
https://developers.redhat.com/products/openshift-dev-spaces/overview
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/operators/#olm-what-operators-are
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/images/#overview-of-images
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/images/#managing-images-overview
https://odo.dev/docs/introduction/
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/cli_tools/#odo-important_update
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/building_applications/#odc-viewing-application-topology_viewing-application-composition-using-topology-view
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/building_applications/#odc-exporting-applications
https://docs.openshift.com/pipelines/1.15/about/understanding-openshift-pipelines.html
https://docs.openshift.com/pipelines/latest/create/creating-applications-with-cicd-pipelines.html


クラスター設定を使用したアプリケーションのデプ
ロイによる OpenShift クラスターの設定 ノード taint を使用した Pod 配置の制御

インフラストラクチャーマシンセットの作
成

OpenShift Container Platform でのアプリケーショ
ン開発について

オプションの関連情報

3.10. HOSTED CONTROL PLANE

Hosted Control Plane を学ぶ オプションの関連情報

Hosted Control Plane の概要 Hosted Control Plane のバージョン管理

デプロイの準備
Hosted Control Plane の要件

Hosted Control Plane のサイジングに関す
るガイダンス

リソース使用率測定値のオーバーライド

Hosted Control Plane のコマンドラインイ
ンターフェイスのインストール

ホステッドクラスターのワークロードの分
散

Hosted Control Plane 機能の有効化または
無効化

Hosted Control Plane のデプロイ
OpenShift Virtualization への Hosted
Control Plane のデプロイ

AWS への Hosted Control Plane のデプロイ

ベアメタルへの Hosted Control Plane のデ
プロイ

非ベアメタルエージェントマシンへの
Hosted Control Plane のデプロイ

IBM Z への Hosted Control Plane のデプロ
イ

IBM Power への Hosted Control Plane のデ
プロイ
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https://docs.openshift.com/gitops/latest/declarative_clusterconfig/configuring-an-openshift-cluster-by-deploying-an-application-with-cluster-configurations.html
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/nodes/#nodes-scheduler-taints-tolerations
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/machine_management/#creating-infrastructure-machinesets
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hosted-control-planes-overview
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hosted-control-planes-version-support_hcp-overview
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hcp-requirements
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hcp-sizing-guidance
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hcp-override-resource-util
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hcp-cli
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hcp-distribute-workloads
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hcp-enable-disable
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hcp-deploy-virt
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hcp-deploy-aws
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hcp-deploy-bm
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hcp-deploy-non-bm
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hcp-deploy-ibmz
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hcp-deploy-ibm-power


非接続環境での Hosted Control Plane のデプロイ
非接続環境でベアメタルに Hosted Control
Plane をデプロイする

非接続環境で OpenShift Virtualization に
Hosted Control Plane をデプロイする

Hosted Control Plane のトラブルシューティング Hosted Control Plane のトラブルシューティング用
の情報収集

Hosted Control Plane を学ぶ オプションの関連情報
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https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hcp-deploy-dc-bm
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hcp-deploy-dc-virt
https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.19/html-single/hosted_control_planes/#hcp-troubleshooting
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第4章 KUBERNETES の概要
Kubernetes は、Google が開発したオープンソースのコンテナーオーケストレーションツールです。
Kubernetes を使用して、コンテナーベースのワークロードを実行および管理できます。最も一般的な
Kubernetes のユースケースは、相互接続されたマイクロサービスのアレイをデプロイし、クラウドネ
イティブな方法でアプリケーションを構築することです。オンプレミス、パブリック、プライベート、
またはハイブリッドクラウド全体のホストにまたがることができる Kubernetes クラスターを作成でき
ます。

従来、アプリケーションは単一のオペレーティングシステムの上にデプロイされていました。仮想化を
使用すると、物理ホストを複数の仮想ホストに分割できます。共有リソース上の仮想インスタンスで作
業することは、効率やスケーラビリティの面で最適とは言えません。仮想マシン (VM) は物理マシンと
同じ数のリソースを消費するため、CPU、RAM、ストレージなどのリソースを VM に提供するとコスト
がかかる可能性があります。また、共有リソースでの仮想インスタンスの使用により、アプリケーショ
ンのパフォーマンスが低下する場合があります。

図4.1 従来のデプロイメント向けのコンテナーテクノロジーの進化

この問題を解決するには、コンテナー化された環境でアプリケーションを分離するコンテナー化テクノ
ロジーを使用することができます。VM と同様に、コンテナーには独自のファイルシステム、vCPU、
メモリー、プロセススペース、依存関係などがあります。コンテナーは基盤となるインフラストラク
チャーから切り離されており、クラウドや OS ディストリビューション間で移植可能です。コンテナー
は本来、全機能を備えた OS よりもはるかに軽量で、オペレーティングシステムカーネルで実行される
軽量の分離されたプロセスです。仮想マシンは、(コンテナーよりも) 起動に時間がかかり、物理ハード
ウェアを抽象化したものです。VM は、ハイパーバイザーを使用して単一のマシンで実行されます。

Kubernetes を利用すると、以下のようなアクションを行うことができます。

リソースの共有

複数のホストにまたがるコンテナーのオーケストレーション

新しいハードウェア設定のインストール

第4章 KUBERNETES の概要

15



ヘルスチェックと自己修復アプリケーションの実行

コンテナー化されたアプリケーションのスケーリング

4.1. KUBERNETES コンポーネント

表4.1 Kubernetes コンポーネント

コンポーネント 目的

kube-proxy クラスター内のすべてのノードで実行され、Kubernetes リソース間の
ネットワークトラフィックを維持します。

kube-controller-manager クラスターの状態を管理します。

kube-scheduler Pod をノードに割り当てます。

etcd クラスターデータを保存します。

kube-apiserver API オブジェクトのデータを検証および設定します。

kubelet ノード上で実行され、コンテナーマニフェストを読み取ります。定義さ
れたコンテナーが開始され、実行されていることを確認します。

kubectl ワークロードの実行方法を定義できるようにします。kubectl コマンド
を使用して、kube-apiserver と対話します。

Node ノードは、Kubernetes クラスター内の物理マシンまたは VM です。コン
トロールプレーンはすべてのノードを管理し、Kubernetes クラスター内
のノード全体で Pod をスケジュールします。

コンテナーランタイム コンテナーランタイムは、ホストオペレーティングシステムでコンテ
ナーを実行します。Pod をノードで実行できるように、各ノードにコン
テナーランタイムをインストールする必要があります。

永続ストレージ デバイスがシャットダウンされた後でもデータを保存します。
Kubernetes は永続ボリュームを使用して、アプリケーションデータを保
存します。

container-registry コンテナーイメージを保存してアクセスします。

Pod Pod は、Kubernetes における最小の論理単位です。Pod には、ワーカー
ノードで実行する 1 つ以上のコンテナーが含まれています。

4.2. KUBERNETES リソース

カスタムリソースは、Kubernetes API のエクステンションです。カスタムリソースを使用して、
Kubernetes クラスターをカスタマイズできます。Operator は、カスタムリソースを使用してアプリ
ケーションとそのコンポーネントを管理するソフトウェアエクステンションです。Kubernetes は、ク
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ラスターリソースの処理中に一定の望ましい結果を得る必要がある場合に、宣言型モデルを使用しま
す。Operator を使用することで、Kubernetes は宣言的な方法で状態を定義します。命令型コマンドを
使用して、Kubernetes クラスターリソースを変更できます。Operator は、リーソスの目的とされる状
態と、実際の状態を継続的に比較して、実際の状態を目的の状態と合わせられるようにアクションを実
行します。

図4.2 Kubernetes クラスターの概要

表4.2 Kubernetes リソース

リソース 目的

Service Kubernetes はサービスを使用して、実行中のアプリケーションを一連の
Pod に公開します。

ReplicaSets Kubernetes は ReplicaSets を使用して、一定の Pod 数を維持します。

Deployment アプリケーションのライフサイクルを維持するリソースオブジェクト。

Kubernetes は、OpenShift Container Platform のコアコンポーネントです。OpenShift Container
Platform は、コンテナー化されたアプリケーションの開発および実行に使用できます。Kubernetes を
基盤とする OpenShift Container Platform には、大規模な通信、ビデオストリーミング、ゲーム、銀行
取引、およびその他のアプリケーションのエンジンと同様のサービスを提供する技術が組み込まれてい
ます。OpenShift Container Platform を使用することで、コンテナー化されたアプリケーションを単一
のクラウドを超えてオンプレミスおよびマルチクラウド環境へと拡張することができます。

図4.3 Kubernetes のアーキテクチャー
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図4.3 Kubernetes のアーキテクチャー

クラスターは、クラウド環境内の複数のノードで構成される単一の計算ユニットです。Kubernetes ク
ラスターには、コントロールプレーンとワーカーノードが含まれます。さまざまなマシンや環境で
Kubernetes コンテナーを実行できます。コントロールプレーンノードは、クラスターの状態を制御お
よび維持します。ワーカーノードを使用して Kubernetes アプリケーションを実行できます。
Kubernetes の namespace を使用して、クラスター内のクラスターリソースを区別できます。
namespace のスコープは、デプロイメント、サービス、Pod などのリソースオブジェクトに適用でき
ます。ストレージクラス、ノード、永続ボリュームなどのクラスター全体のリソースオブジェクトに、
namespace を使用することはできません。

4.3. KUBERNETES の概念ガイドライン

OpenShift Container Platform を使い始める前に、以下に示す、概念面での Kubernetes のガイドライ
ンを考慮してください。

1 つまたは複数のワーカーノードを使用することからスタートし、コンテナーのワークロードを
実行します。

1 つまたは複数のコントロールプレーンノードからワークロードのデプロイを管理します。

Pod と呼ばれるデプロイメント単位にコンテナーをラップします。Pod を使うことでコンテ
ナーに追加のメタデータが付与され、複数のコンテナーを単一のデプロイメントエンティ
ティーにグループ化する機能が提供されます。

特殊な種類のアセットを作成します。たとえば、サービスは一連の Pod とそのアクセス方法を
定義するポリシーによって表されます。このポリシーにより、コンテナーはサービス用の特定
の IP アドレスを持っていない場合でも、必要とするサービスに接続することができます。レプ
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リケーションコントローラーは、一度に実行するのに必要な Pod レプリカ数を示すもう一つの
特殊なアセットです。この機能を使うと、現在の需要に対応できるようにアプリケーションを
自動的にスケーリングすることができます。

OpenShift Container Platform クラスターへの API は 100% Kubernetes です。他の Kubernetes で実行
されているコンテナーと OpenShift Container Platform で実行されているコンテナーの間では、何も変
更はありません。アプリケーションに変更はありません。OpenShift Container Platform は、
Kubernetes にエンタープライズ対応の拡張機能を提供する付加価値機能をもたらします。OpenShift
Container Platform CLI ツール (oc) は kubectl と互換性があります。Kubernetes API は OpenShift
Container Platform 内で 100% アクセス可能ですが、kubectl コマンドラインには使いやすい機能があ
まりありません。OpenShift Container Platform は、oc のような一連の機能とコマンドラインツールを
提供します。Kubernetes はアプリケーションの管理には優れていますが、プラットフォームレベルの
要件やデプロイメントプロセスの指定や管理には対応しません。OpenShift Container Platform が提供
する強力かつ柔軟なプラットフォーム管理ツールとプロセスは、重要な利点となります。コンテナー化
プラットフォームに、認証、ネットワーキング、セキュリティー、監視、およびログ管理を追加する必
要があります。

第4章 KUBERNETES の概要

19



第5章 RED HAT OPENSHIFT のエディション
Red Hat OpenShift は、幅広いデプロイメントモデルや運用設定をサポートするために、いくつかのエ
ディションで提供されます。各エディションは、統合されたツール、セキュリティー機能、および開発
者エクスペリエンスを備えた一貫性のある Kubernetes プラットフォームを提供します。OpenShift
は、クラウドサービスとセルフマネージドエディションで利用できます。

5.1. クラウドサービスエディション

Red Hat OpenShift は、さまざまな組織のニーズに対応するために、複数のクラウドサービスエディ
ションを提供しています。これらのエディションは、主要なクラウドプロバイダーによるフルマネージ
ドのアプリケーションプラットフォームを提供します。

Red Hat OpenShift Service on AWS (ROSA)

組織がネイティブ AWS 環境でアプリケーションを構築、デプロイ、スケーリングするのに役立つ、
フルマネージドのアプリケーションプラットフォーム。詳細は、Red Hat OpenShift Service on
AWS を参照してください。

Microsoft Azure Red Hat OpenShift

組織が Azure 上でアプリケーションを構築、デプロイ、スケーリングするのに役立つ、フルマネー
ジドのアプリケーションプラットフォーム。詳細は、Microsoft Azure Red Hat OpenShift  を参照し
てください。

Red Hat OpenShift Dedicated

Google Cloud で利用できる Red Hat OpenShift マネージドサービス。詳細は、Red Hat OpenShift
Dedicated を参照してください。

Red Hat OpenShift on IBM Cloud

開発者に対して IBM Cloud 上でのアプリケーションの構築とスケーリングを支援し、運用の複雑さ
を軽減する、マネージド型の OpenShift クラウドサービス。詳細は、Red Hat OpenShift on IBM
Cloud を参照してください。

5.2. セルフマネージドエディション

Red Hat OpenShift は、独自のインフラストラクチャー上で OpenShift をデプロイ、設定、管理したい
組織向けに、セルフマネージドエディションを提供しています。これらのエディションは、OpenShift
の機能を活用しながら、プラットフォームに対する柔軟性と制御を提供します。

Red Hat OpenShift Container Platform (OCP)

コンテナー化されたアプリケーションの構築とスケーリングのための完全な操作および開発者サー
ビスとツールのセットを提供します。詳細は、Red Hat OpenShift Container Platform  を参照してく
ださい。

Red Hat OpenShift Platform Plus

OpenShift Container Platform の機能に基づいて構築されます。詳細は、Red Hat OpenShift
Platform Plus を参照してください。

Red Hat OpenShift Kubernetes Engine

Red Hat Enterprise Linux CoreOS (RHCOS) 上のエンタープライズ Kubernetes のセキュリティー重
視の基礎機能を提供し、ハイブリッドクラウド環境でのコンテナーの実行を実現します。詳細
は、Red Hat OpenShift Kubernetes Engine  を参照してください。

Red Hat OpenShift Virtualization Engine

Red Hat OpenShift の仮想化機能を、仮想マシンのみをデプロイ、管理、スケーリングするための
合理化されたコスト効率の高いソリューションとして提供します。詳細は、Red Hat OpenShift
Virtualization Engine を参照してください。
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第6章 OPENSHIFT CONTAINER PLATFORM の共通用語集
この用語集では、一般的な Kubernetes および OpenShift Container Platform の用語を定義します。

アクセスポリシー

クラスター内のユーザー、アプリケーション、およびエンティティーが相互に対話する方法を決定
する一連のロール。アクセスポリシーは、クラスターのセキュリティーを強化します。

受付プラグイン

受付プラグインは、セキュリティーポリシー、リソース制限、または設定要件を適用します。

認証

クラスター管理者は、OpenShift Container Platform クラスターへのアクセスを制御するために、
ユーザー認証を設定してクラスターにアクセスできるのを承認されたユーザーのみに限定できま
す。OpenShift Container Platform クラスターと対話するには、OpenShift Container Platform API
を使用して認証する必要があります。OpenShift Container Platform API へのリクエストで、OAuth
アクセストークンまたは X.509 クライアント証明書を提供することで認証できます。

bootstrap

最小限の Kubernetes を実行し、OpenShift Container Platform コントロールプレーンをデプロイす
る一時的なマシン。

ビルド

ビルドとは、ソースコードなどの入力パラメーターを実行可能なコンテナーイメージに変換するプ
ロセスです。このプロセスは、ビルドワークフロー全体を指定する BuildConfig オブジェクトによっ
て定義されます。OpenShift Container Platform は Kubernetes を利用してビルドイメージからコン
テナーを作成し、統合コンテナーレジストリーにプッシュします。

証明書署名要求 (CSR)

リソースは、指定された署名者に証明書への署名を要求します。この要求は承認または拒否される
可能性があります。

Cluster Version Operator (CVO)

OpenShift Container Platform Update Service をチェックして、現在のコンポーネントのバージョン
とグラフの情報に基づいて有効な更新と更新パスを確認する Operator。

コンピュートノード

クラスターユーザーのワークロードを実行するノード。

設定ドリフト

ノードの設定が、machine config で指定されているものと一致しない状況。

container

コンテナーは、コンピュートノード上の OCI 準拠環境で実行される軽量で移植可能なアプリケー
ションインスタンスです。各コンテナーは、Open Container Initiative (OCI) 準拠イメージのランタ
イムインスタンスです。これは、アプリケーションとその依存関係を含むバイナリーパッケージで
す。単一のコンピュートノードは複数のコンテナーをホストできます。その容量は、クラウドイン
フラストラクチャー、物理ハードウェア、仮想化環境のいずれであっても、利用可能なメモリーと
CPU リソースによって決まります。

コンテナーオーケストレーションエンジン

コンテナーのデプロイ、管理、スケーリング、ネットワークを自動化するソフトウェア。

コンテナーワークロード

パッケージ化され、コンテナーにデプロイされるアプリケーション。

コントロールグループ (cgroup)

プロセスのセットをグループに分割して、プロセスが消費するリソースを管理および制限します。

コントロールプレーン
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コンテナーのライフサイクルを定義、デプロイ、および管理するための API とインターフェイスを
公開するコンテナーオーケストレーションレイヤー。コントロールプレーンは、コントロールプ
レーンマシンとも呼ばれます。

CRI-O

オペレーティングシステムと統合して効率的な Kubernetes エクスペリエンスを提供する
Kubernetes ネイティブコンテナーランタイム実装。

Deployment および DeploymentConfig

OpenShift Container Platform は、アプリケーションのロールアウトとスケーリングを管理するため
の Kubernetes Deployment オブジェクトと OpenShift Container Platform DeploymentConfig オブ
ジェクトの両方をサポートしています。
Deployment オブジェクトは、アプリケーションが Pod としてデプロイされる方法を定義します。
レジストリーからプルするコンテナーイメージ、維持するレプリカの数、コンピュートノードへの
スケジュールをガイドするラベルを指定します。Deployment は、指定された数の Pod が実行され
るようにする ReplicaSet を作成および管理します。さらに、Deployment オブジェクトは、アプリ
ケーションの可用性を維持しながら Pod を更新するためのさまざまなロールアウトストラテジーを
サポートします。

DeploymentConfig オブジェクトは、変更トリガーを導入することで Deployment 機能を拡張しま
す。変更トリガーは、新しいコンテナーイメージバージョンが利用可能になったとき、またはその
他の定義済み変更が発生したときに、新しいデプロイメントバージョンを自動的に作成します。こ
れにより、OpenShift Container Platform 内での自動ロールアウト管理が可能になります。

Dockerfile

イメージを組み立てるために端末で実行するユーザーコマンドを含むテキストファイル。

ホストされたコントロールプレーン

データプレーンおよびワーカーから OpenShift Container Platform クラスターでコントロールプ
レーンをホストできるようにする OpenShift Container Platform 機能。このモデルは次のアクショ
ンを実行します。

コントロールプレーンに必要なインフラストラクチャーコストを最適化します。

クラスターの作成時間を改善します。

Kubernetes ネイティブの高レベルプリミティブを使用して、コントロールプレーンのホス
ティングを有効にします。たとえば、デプロイメントおよびステートフルセットなどです。

コントロールプレーンとワークロードの間の強力なネットワークセグメンテーションを許可
します。

ハイブリッドクラウドのデプロイメント。

ベアメタル、仮想、プライベート、およびパブリッククラウド環境全体で一貫したプラットフォー
ムを提供するデプロイメント。これにより、速度、機敏性、移植性が実現します。

Ignition

RHCOS が初期設定中にディスクを操作するために使用するユーティリティー。これにより、ディス
クのパーティション設定やパーティションのフォーマット、ファイル作成、ユーザー設定などの一
般的なディスク関連のタスクが実行されます。

installer-provisioned infrastructure

インストールプログラムは、クラスターが実行されるインフラストラクチャーをデプロイして設定
します。

kubelet

コンテナーが Pod で実行されていることを確認するために、クラスター内の各ノードで実行される
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コンテナーが Pod で実行されていることを確認するために、クラスター内の各ノードで実行される
プライマリーノードエージェント。

Kubernetes

Kubernetes は、コンテナー化されたアプリケーションのデプロイ、スケーリング、管理を自動化す
るための、オープンソースのコンテナーオーケストレーションエンジンです。

kubernetes マニフェスト

JSON または YAML 形式の Kubernetes API オブジェクトの仕様。設定ファイルには、デプロイメン
ト、設定マップ、シークレット、デーモンセットを含めることができます。

Machine Config Daemon (MCD)

ノードの設定ドリフトを定期的にチェックするデーモン。

Machine Config Operator (MCO)

新しい設定をクラスターマシンに適用する Operator。

machine config pool (MCP)

コントロールプレーンコンポーネントやユーザーワークロードなど、それらが処理するリソースに
基づくマシンのグループです。

metadata

クラスターデプロイメントアーティファクトに関する追加情報。

マイクロサービス

ソフトウェアを書くためのアプローチ。アプリケーションは、マイクロサービスを使用して互いに
独立した最小のコンポーネントに分離できます。

ミラーレジストリー

OpenShift Container Platform イメージのミラーを保持するレジストリー。

モノリシックアプリケーション

自己完結型で、構築され、1 つのピースとしてパッケージ化されたアプリケーション。

namespace

namespace は、すべてのプロセスから見える特定のシステムリソースを分離します。namespace 内
では、その namespace のメンバーであるプロセスのみがそれらのリソースを参照できます。

networking

OpenShift Container Platform クラスターのネットワーク情報。

node

OpenShift Container Platform クラスター内のコンピュートマシン。ノードは、仮想マシン (VM) ま
たは物理マシンのいずれかです。

OpenShift CLI (oc)

端末で OpenShift Container Platform コマンドを実行するコマンドラインツール。

OpenShift Dedicated

Amazon Web Services (AWS) および Google Cloud 上で提供されるマネージド RHEL OpenShift
Container Platform。OpenShift Dedicated は、アプリケーションの構築とスケーリングに重点を置
いています。

OpenShift Update Service (OSUS)

インターネットにアクセスできるクラスターの場合、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) は、パブ
リック API の背後にあるホストされたサービスとして OpenShift 更新サービスを使用して、over-
the-air 更新を提供します。

OpenShift イメージレジストリー

イメージを管理するために OpenShift Container Platform によって提供されるレジストリー。
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Operator

OpenShift Container Platform クラスターで Kubernetes アプリケーションをパッケージ化、デプロ
イ、および管理するための推奨される方法。Operator は、操作上の知識をソフトウェアに変換し、
パッケージ化してお客様と共有するように設計された Kubernetes ネイティブアプリケーションで
す。従来、インストール、設定、スケーリング、更新、フェイルオーバーなどのタスクは、スクリ
プトや Ansible などの自動化ツールを使用して管理者が手動で管理していました。Operator はこれ
らの機能を Kubernetes に導入し、クラスター内でネイティブに統合および自動化します。
Operator は、インストールや設定などの Day 1 の運用と、スケーリング、更新、バックアップ、
フェイルオーバー、復元などの Day 2 の運用の両方を管理します。Operator は、Kubernetes API と
概念を活用して、複雑なアプリケーションを自動化された一貫した方法で管理できるようにしま
す。

OperatorHub

インストールするさまざまな OpenShift Container Platform Operator を含むプラットフォーム。

Operator Lifecycle Manager (OLM)

OLM は、Kubernetes ネイティブアプリケーションのライフサイクルをインストール、更新、およ
び管理するのに役立ちます。OLM は、Operator を効果的かつ自動化されたスケーラブルな方法で
管理するために設計されたオープンソースのツールキットです。

OSTree

完全なファイルシステムツリーのアトミックアップグレードを実行する、Linux ベースのオペレー
ティングシステムのアップグレードシステム。OSTree は、アドレス指定可能なオブジェクトストア
を使用して、ファイルシステムツリーへの重要な変更を追跡し、既存のパッケージ管理システムを
補完するように設計されています。

OTA (over-the-air) 更新

OpenShift Container Platform Update Service (OSUS) は、Red Hat Enterprise Linux CoreOS
(RHCOS) を含む OpenShift Container Platform に over-the-air 更新を提供します。

Pod

Pod は、1 つのホスト上に共にデプロイされる 1 つまたは複数のコンテナーです。一緒に配置された
コンテナーのグループおよびボリュームや IP アドレスなどの共有リソースで構成されます。Pod
は、定義、デプロイ、および管理される最小のコンピュート単位でもあります。OpenShift
Container Platform では、Pod はデプロイ可能な最小単位として個別のアプリケーションコンテ
ナーに代わるものです。Pod は、OpenShift Container Platform ではオーケストレーションされた単
位です。OpenShift Container Platform は、同じノード上の Pod のすべてのコンテナーをスケ
ジュールし、実行します。複雑なアプリケーションは、それぞれ独自のコンテナーを持つ複数の
Pod で構成されます。これらは外部と連携し、また OpenShift Container Platform 環境内で相互に
連携します。

プライベートレジストリー

OpenShift Container Platform は、コンテナーイメージレジストリー API を実装する任意のサーバー
をイメージのソースとして使用できます。これは、開発者によるプライベートコンテナーイメージ
のプッシュおよびプルを支援します。

project

OpenShift Container Platform はプロジェクトを使用して、ユーザーまたは開発者のグループが共同
作業できるようにします。プロジェクトは、リソースの範囲を定義し、ユーザーアクセスを管理し
て、リソースのクォータと制限を適用します。
プロジェクトは、ロールベースアクセス制御 (RBAC) と管理機能を提供する追加のアノテーション
を持つ Kubernetes namespace です。これは、リソースを整理し、異なるユーザーグループ間の分
離を確保するための中心的なメカニズムとして機能します。

公開レジストリー

OpenShift Container Platform は、コンテナーイメージレジストリー API を実装する任意のサーバー
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OpenShift Container Platform は、コンテナーイメージレジストリー API を実装する任意のサーバー
をイメージのソースとして使用できます。これにより、開発者はパブリックコンテナーイメージを
プッシュおよびプルできます。

RHEL OpenShift Container Platform Cluster Manager

OpenShift Container Platform クラスターをインストール、変更、操作、およびアップグレードでき
るマネージドサービス。

RHEL Quay Container Registry

ほとんどのコンテナーイメージと Operator を OpenShift Container Platform クラスターに提供する
Quay.io コンテナーレジストリー。

レプリケーションコントローラー

一度に実行する必要がある Pod レプリカの数を示すアセット。

ReplicaSet と ReplicationController

Kubernetes の ReplicaSet および ReplicationController オブジェクトは、必要な数の Pod レプリ
カが常に実行されるようにします。Pod に障害が発生したり、終了したり、削除されたりすると、
これらのコントローラーは指定されたレプリカ数を維持するために新しい Pod を自動的に作成しま
す。逆に、必要な数よりも多くの Pod がある場合、ReplicaSet または ReplicationController は、定
義されたレプリカ数に合わせて余分な Pod を終了してスケールダウンします。

ロールベースのアクセス制御 (RBAC)

クラスターユーザーとワークロードが、ロールを実行するために必要なリソースにのみアクセスで
きるようにするための重要なセキュリティーコントロール。

route

ルートは、www.example.com などの外部から到達可能なホスト名を指定して、サービスを公開する
手段です。各ルートは、ルート名、サービスセレクター、セキュリティー設定 (任意) で構成されま
す。

router

ルーターは定義されたルートとそれに関連付けられたサービスエンドポイントを処理し、外部クラ
イアントがアプリケーションにアクセスできるようにします。OpenShift Container Platform で多層
アプリケーションをデプロイすることは簡単ですが、外部トラフィックはルーティング層がないと
アプリケーションに到達できません。

スケーリング

リソース容量の増加または減少。

service

OpenShift Container Platform のサービスは、Pod の論理セットとそれらにアクセスするためのアク
セスポリシーを定義します。これは、安定した内部 IP アドレスとホスト名を提供し、Pod が作成お
よび破棄される際に、アプリケーションコンポーネント間のシームレスな通信を確保します。

Source-to-Image (S2I) イメージ

アプリケーションをデプロイするために、OpenShift Container Platform 内のアプリケーションソー
スコードのプログラミング言語に基づいて作成されたイメージ。

storage

OpenShift Container Platform は、オンプレミスおよびクラウドプロバイダーの両方で、多くのタイ
プのストレージをサポートします。OpenShift Container Platform クラスターで、永続データおよび
非永続データ用のコンテナーストレージを管理できます。

telemetry

OpenShift Container Platform のサイズ、ヘルス、ステータスなどの情報を収集するコンポーネン
ト。

template

テンプレートでは、パラメーター化や処理が可能な一連のオブジェクトを記述し、OpenShift
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テンプレートでは、パラメーター化や処理が可能な一連のオブジェクトを記述し、OpenShift
Container Platform で作成するためのオブジェクトのリストを生成します。

user-provisioned infrastructure

OpenShift Container Platform はユーザーが独自にプロビジョニングするインフラストラクチャーに
インストールできます。インストールプログラムを使用してクラスターインフラストラクチャーの
プロビジョニングに必要なアセットを生成し、クラスターインフラストラクチャーを作成し、その
後にクラスターをプロビジョニングしたインフラストラクチャーにデプロイします。

Web コンソール

OpenShift Container Platform を管理するためのユーザーインターフェイス (UI)。
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第7章 OPENSHIFT KUBERNETES ENGINE の概要
2020 年 4 月 27 日、Red Hat は、製品が提供する価値を適切に伝えることを目的として、Red Hat
OpenShift Container Engine の名前を Red Hat OpenShift Kubernetes Engine に変更しました。

Red Hat OpenShift Kubernetes Engine は、Red Hat が提供する製品です。これを使用すると、エン
タープライズクラスの Kubernetes プラットフォームを、コンテナーを起動するための実稼働プラット
フォームとして使用できるようになります。OpenShift Kubernetes Engine は、OpenShift Container
Platform と同じバイナリーディストリビューションであるため、同じ方法でダウンロードしてインス
トールできますが、OpenShift Kubernetes Engine では、OpenShift Container Platform が提供する機能
のサブセットも提供されます。

7.1. 類似点と相違点

以下の表で、OpenShift Kubernetes Engine と OpenShift Container Platform の類似点と相違点を確認
できます。

表7.1 OpenShift Kubernetes Engine と OpenShift Container Platform の製品比較
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 OpenShift Kubernetes
Engine

OpenShift Container
Platform

完全に自動化されたインストーラー はい はい

無線によるスマートアップグレード はい はい

Enterprise Secured Kubernetes はい はい

Kubectl と oc の自動化されたコマンドライン はい はい

Operator Lifecycle Manager (OLM) はい はい

管理者用 Web コンソール はい はい

OpenShift Virtualization はい はい

ユーザーワークロードの監視  はい

クラスターのモニタリング はい はい

コスト管理 SaaS サービス はい はい

プラットフォームのロギング  はい

開発者用 Web コンソール  はい

開発者アプリケーションカタログ  はい

ソースからイメージおよびビルダーの自動化
(Tekton)

 はい

OpenShift Service Mesh (Maistra および Kiali)  はい

Distributed Tracing Platform  はい

OpenShift Serverless (Knative)  はい

OpenShift パイプライン (Jenkins、Tekton)  はい

IBM Cloud® Pak および RHT MW バンドルの組み込
みコンポーネント

 はい

OpenShift サンドボックスコンテナー  はい

7.1.1. コア Kubernetes とコンテナーオーケストレーション
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OpenShift Kubernetes Engine は、インストールが簡単なエンタープライズ対応 Kubernetes 環境への完
全なアクセスを提供し、データセンターで使用される多くのソフトウェア要素を内包する広範な互換性
テストマトリクスを提供します。

OpenShift Kubernetes Engine は、OpenShift Container Platform と同じサービスレベルアグリーメン
ト、バグ修正を提供し、一般的な脆弱性やエラーから保護します。OpenShift Kubernetes Engine に
は、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) Virtual Datacenter と Red Hat Enterprise Linux CoreOS
(RHCOS) のエンタイトルメントが含まれています。これよりユーザーは、同じテクノロジープロバイ
ダーのコンテナーランタイムを備えた統合 Linux オペレーティングシステムを使用できます。

OpenShift Kubernetes Engine サブスクリプションは、Red Hat OpenShift の Windows コンテナーサ
ポートサブスクリプションと互換性があります。

7.1.2. エンタープライズ対応の設定

OpenShift Kubernetes Engine は、OpenShift Container Platform と同じセキュリティーオプションとデ
フォルト設定を使用します。OpenShift Kubernetes Engine では、OpenShift Container Platform が提供
するデフォルトのセキュリティーコンテキスト制約、Pod セキュリティーポリシー、ベストプラクティ
スのネットワークおよびストレージ設定、サービスアカウント設定、SELinux 統合、HAproxy エッジ
ルーティング設定、その他すべての標準的な保護を利用できます。OpenShift Kubernetes Engine は、
OpenShift Container Platform が使用するすべての統合モニタリングソリューションにアクセスできま
す。このソリューションは、Prometheus をベースにしており、一般的な Kubernetes の問題に幅広く
対応し、さらにアラートも提供します。

OpenShift Kubernetes Engine は、OpenShift Container Platform と同じインストールおよびアップグ
レードの自動化を使用します。

7.1.3. 標準インフラストラクチャーサービス

OpenShift Kubernetes Engine サブスクリプションを使用すると、OpenShift Container Platform がサ
ポートするすべてのストレージプラグインのサポートを受けることができます。

ネットワークでは、OpenShift Kubernetes Engine が Kubernetes Container Network Interface (CNI) に
サポート付きでアクセスでき、その結果として OpenShift Container Platform をサポートするサード
パーティーの SDN を使用できます。また、付属の Open vSwitch ソフトウェア定義ネットワークを最
大限に使用することもできます。OpenShift Kubernetes Engine を使用すると、OpenShift Container
Platform でサポートされている OVN Kubernetes オーバーレイ、Multus、および Multus プラグインを
最大限に活用できます。OpenShift Kubernetes Engine を使用すると、Kubernetes ネットワークポリ
シーを使用して、クラスターにデプロイされたアプリケーションサービス間にマイクロセグメンテー
ションを作成できます。

また、OpenShift Container Platform にある Route API オブジェクトも使用できます。これには、すぐ
に使える Kubernetes Ingress コントローラーとしての HAproxy エッジルーティングレイヤーとの高度
な統合が含まれます。

7.1.4. コアユーザーエクスペリエンス

OpenShift Kubernetes Engine ユーザーには、Kubernetes Operators、Pod デプロイメントストラテ
ジー、Helm、および OpenShift Container Platform テンプレートに対する完全なアクセス権がありま
す。OpenShift Kubernetes Engine ユーザーは、oc および kubectl のコマンドラインインターフェイス
を両方使用できます。OpenShift Kubernetes Engine には、管理者 Web ベースのコンソールも含まれて
おり、デプロイされたコンテナーサービスの機能がすべて表示され、Containers-as-a-Service として
使用できます。OpenShift Kubernetes Engine を使用すると Operator Life Cycle Manager にアクセスで
き、これは、クラスター上のコンテンツと、使用するライフサイクル Operator 対応サービスへのアク
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セスを制御するのに役立ちます。OpenShift Kubernetes Engine サブスクリプションを使用すると、
Kubernetes namespace、OpenShift Project API オブジェクト、クラスターレベルの Prometheus モニ
タリングメトリクスとイベントにアクセスできます。

7.1.5. 管理および厳選されたコンテンツ

OpenShift Kubernetes Engine サブスクリプションを使用すると、Red Hat Ecosystem Catalog および
Red Hat Connect ISV マーケットプレイスから OpenShift Container Platform コンテンツにアクセスで
きます。OpenShift Container Platform エコシステムが提供する、管理および厳選されたすべてのコン
テンツにアクセスできます。

7.1.6. OpenShift Data Foundation の互換性

OpenShift Kubernetes Engine は、OpenShift Data Foundation との互換性があり、購入するとサポート
されます。

7.1.7. Red Hat ミドルウェアの互換性

OpenShift Kubernetes Engine は、個々の Red Hat Middleware 製品ソリューションと互換性があり、サ
ポートされています。OpenShift が組み込まれた Red Hat Middleware Bundle には、OpenShift
Container Platform のみが含まれます。

7.1.8. OpenShift Serverless

OpenShift Kubernetes Engine には、OpenShift Serverless サポートは含まれていません。サポートが必
要な場合は OpenShift Container Platform を使用してください。

7.1.9. Quay インテグレーション対応

OpenShift Kubernetes Engine は Red Hat Quay と互換性があり、購入するとサポートされます。

7.1.10. OpenShift Virtualization

OpenShift Kubernetes Engine には、kubevirt.io オープンソースプロジェクトから派生した Red Hat 製
品オファリングのサポートが含まれています。

7.1.11. 高度なクラスター管理

OpenShift Kubernetes Engine は、Red Hat Advanced Cluster Management (RHACM) for Kubernetes
の追加購入にも対応しています。OpenShift Kubernetes Engine サブスクリプションでは、クラスター
全体のログ集約ソリューションは提供されず、Fluentd、または Kibana ベースのロギングソリューショ
ンもサポートされません。OpenShift Container Platform 上のコンテナー化されたサービス向けの
OpenTracing 可観測性機能を提供するオープンソースプロジェクトである istio.io および kiali.io から派
生した Red Hat OpenShift Service Mesh 機能は、OpenShift Kubernetes Engine ではサポートされませ
ん。

7.1.12. 高度なネットワーキング

OpenShift Container Platform の標準ネットワークソリューションは、OpenShift Kubernetes Engine サ
ブスクリプションでサポートされています。OpenShift Container Platform プロジェクト間のマルチテ
ナントネットワークセグメンテーションの自動化に使用する OpenShift Container Platform の
Kubernetes CNI プラグインは、OpenShift Kubernetes Engine で使用する権利があります。OpenShift
Kubernetes Engine は、クラスター上のアプリケーションサービスによって使用されるソース IP アドレ
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スをきめ細かく制御できます。これらの egress IP アドレス制御は、OpenShift Kubernetes Engine で使
用する権利があります。OpenShift Container Platform は、OpenShift Container Platform にある VIP
Pod 経由でパブリッククラウドプロバイダーが使用されていない場合に、標準以外のポートを使用する
クラスターサービスへの Ingress ルーティングを行います。この Ingress ソリューションは、OpenShift
Kubernetes Engine でサポートされています。OpenShift Kubernetes Engine ユーザーは、パブリックク
ラウドプロバイダーとの統合を提供する Kubernetes Ingress コントロールオブジェクトでサポートされ
ます。istio.io オープンソースプロジェクトから派生した Red Hat Service Mesh は、OpenShift
Kubernetes Engine ではサポートされていません。また、OpenShift Serverless にある Kourier Ingress
コントローラーは、OpenShift Kubernetes Engine ではサポートされていません。

7.1.13. OpenShift サンドボックスコンテナー

OpenShift Kubernetes Engine には、OpenShift サンドボックス化されたコンテナーは含まれません。
サポートが必要な場合は OpenShift Container Platform を使用してください。

7.1.14. 開発者エクスペリエンス

OpenShift Kubernetes Engine では、次の機能はサポートされていません。

Red Hat OpenShift Dev Spaces などの OpenShift Container Platform 開発者エクスペリエンス
ユーティリティーとツール。

合理化された Kubernetes 対応の Jenkins および Tekton エクスペリエンスをユーザーのプロ
ジェクト空間に統合する OpenShift Container Platform のパイプライン機能。

クラスター全体にソースコード、dockerfile、またはコンテナーイメージを簡単にデプロイでき
る OpenShift Container Platform source-to-image 機能。

エンドユーザーコンテナーデプロイ用の構築ストラテジー、ビルダー Pod、または Tekton。

odo 開発者コマンドライン。

OpenShift Container Platform Web コンソールの開発者ペルソナ。

7.1.15. 機能の概要

以下の表は、OpenShift Kubernetes Engine および OpenShift Container Platform で利用できる機能の
概要です。該当する場合は、機能を有効にする Operator の名前が含まれます。

表7.2 OpenShift Kubernetes Engine および OpenShift Container Platform の機能

機能 OpenShift Kubernetes
Engine

OpenShift Container
Platform

Operator 名

完全自動インストーラー
(IPI)

同梱 同梱 該当なし

カスタマイズ可能なイン
ストーラー (UPI)

同梱 同梱 該当なし

非接続インストール 同梱 同梱 該当なし
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Red Hat Enterprise
Linux (RHEL) または
Red Hat Enterprise
Linux CoreOS
(RHCOS) のエンタイト
ルメント

同梱 同梱 該当なし

既存の RHEL クラス
ターへの手動アタッチ
(BYO)

同梱 同梱 該当なし

CRIO ランタイム 同梱 同梱 該当なし

Over the Air Smart
Upgrade とオペレー
ティングシステム
(RHCOS) の管理

同梱 同梱 該当なし

Enterprise Secured
Kubernetes

同梱 同梱 該当なし

Kubectl と oc の自動化
されたコマンドライン

同梱 同梱 該当なし

認証統合、RBAC、
SCC、マルチテナン
シーアドミッションコン
トローラー

同梱 同梱 該当なし

Operator Lifecycle
Manager (OLM)

同梱 同梱 該当なし

管理者用 Web コンソー
ル

同梱 同梱 該当なし

OpenShift
Virtualization

同梱 同梱 OpenShift Virtualization
Operator

Red Hat が提供する
Compliance Operator

同梱 同梱 Compliance Operator

File Integrity Operator 同梱 同梱 File Integrity Operator

機能 OpenShift Kubernetes
Engine

OpenShift Container
Platform

Operator 名
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Gatekeeper Operator 同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

Gatekeeper Operator

Klusterlet 同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

該当なし

Red Hat が提供する
Kube Descheduler
Operator

同梱 同梱 Kube Descheduler
Operator

Red Hat が提供するロー
カルストレージ

同梱 同梱 Local Storage Operator

Red Hat が提供する
Node Feature
Discovery

同梱 同梱 Node Feature Discovery
Operator

パフォーマンスプロファ
イルコントローラー

同梱 同梱 該当なし

Red Hat が提供する
PTP Operator

同梱 同梱 PTP Operator

Red Hat が提供する
Service Telemetry
Operator

同梱なし 同梱 Service Telemetry
Operator

SR-IOV Network
Operator

同梱 同梱 SR-IOV Network
Operator

Vertical Pod Autoscaler 同梱 同梱 Vertical Pod Autoscaler

クラスター監視
(Prometheus)

同梱 同梱 クラスターのモニタリン
グ

デバイスマネージャー
(GPU など)

同梱 同梱 該当なし

ログ転送 同梱 同梱 Red Hat OpenShift
Logging Operator

Telemeter と Insights
のコネクテッドエクスペ
リエンス

同梱 同梱 該当なし

機能 OpenShift Kubernetes
Engine

OpenShift Container
Platform

Operator 名
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機能 OpenShift Kubernetes
Engine

OpenShift Container
Platform

Operator 名

OpenShift Cloud
Manager SaaS Service

同梱 同梱 該当なし

OVS および OVN SDN 同梱 同梱 該当なし

MetalLB 同梱 同梱 MetalLB Operator

HAProxy Ingress コント
ローラー

同梱 同梱 該当なし

Ingress クラスター全体
のファイアウォール

同梱 同梱 該当なし

Egress Pod と
Namespace の詳細な制
御

同梱 同梱 該当なし

標準以外の Ingress ポー
ト

同梱 同梱 該当なし

Multus と利用可能な
Multus プラグイン

同梱 同梱 該当なし

ネットワークポリシー 同梱 同梱 該当なし

IPv6 シングルおよび
デュアルスタック

同梱 同梱 該当なし

CNI プラグイン ISV の互
換性

同梱 同梱 該当なし

CSI プラグイン ISV の互
換性

同梱 同梱 該当なし

RHT および IBM® ミド
ルウェアのアラカルト購
入 (OpenShift
Container Platform ま
たは OpenShift
Kubernetes Engine に
は同梱なし)

同梱 同梱 該当なし

機能 OpenShift Kubernetes
Engine

OpenShift Container
Platform

Operator 名
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ISV またはパートナー
Operator とコンテナー
の互換性 (OpenShift
Container Platform ま
たは OpenShift
Kubernetes Engine に
は同梱なし)

同梱 同梱 該当なし

組み込み OperatorHub 同梱 同梱 該当なし

組み込みマーケットプレ
イス

同梱 同梱 該当なし

Quay の互換性 (同梱な
し)

同梱 同梱 該当なし

OpenShift API for Data
Protection (OADP)

同梱 同梱 OADP Operator

RHEL Software
Collections および RHT
SSO Common Service
(同梱あり)

同梱 同梱 該当なし

組み込みレジストリー 同梱 同梱 該当なし

Helm 同梱 同梱 該当なし

ユーザーワークロードの
監視

同梱なし 同梱 該当なし

コスト管理 SaaS サービ
ス

同梱 同梱 Cost Management
Metrics Operator

プラットフォームのロギ
ング

同梱なし 同梱 Red Hat OpenShift
Logging Operator

開発者用 Web コンソー
ル

同梱なし 同梱 該当なし

開発者アプリケーション
カタログ

同梱なし 同梱 該当なし

ソースからイメージおよ
びビルダーの自動化
(Tekton)

同梱なし 同梱 該当なし

機能 OpenShift Kubernetes
Engine

OpenShift Container
Platform

Operator 名
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OpenShift Service
Mesh

同梱なし 同梱 OpenShift Service Mesh
Operator

機能 OpenShift Kubernetes
Engine

OpenShift Container
Platform

Operator 名

Red Hat OpenShift
Serverless

同梱なし 同梱 OpenShift Serverless
Operator

Red Hat が提供する
Web ターミナル

同梱なし 同梱 Web Terminal Operator

Red Hat OpenShift
Pipelines Operator

同梱なし 同梱 OpenShift Pipelines
Operator

IBM Cloud® Pak および
RHT MW バンドルの組
み込みコンポーネント

同梱なし 同梱 該当なし

Red Hat OpenShift
GitOps

同梱なし 同梱 OpenShift GitOps

Red Hat OpenShift Dev
Spaces

同梱なし 同梱 Red Hat OpenShift Dev
Spaces

Red Hat OpenShift
Local

同梱なし 同梱 該当なし

Red Hat が提供する
Quay Bridge Operator

同梱なし 同梱 Quay Bridge Operator

Red Hat が提供する
Quay Container
Security

同梱なし 同梱 Quay Operator

Red Hat OpenShift 分
散トレースプラット
フォーム

同梱なし 同梱 Red Hat OpenShift 分散
トレーシングプラット
フォーム Operator

Red Hat OpenShift
Kiali

同梱なし 同梱 Kiali Operator

Red Hat が提供するメー
タリング (非推奨)

同梱なし 同梱 該当なし

Migration Toolkit for
Containers Operator

同梱なし 同梱 Migration Toolkit for
Containers Operator

機能 OpenShift Kubernetes
Engine

OpenShift Container
Platform

Operator 名
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OpenShift のコスト管
理

同梱なし 同梱 該当なし

JBoss Web Server
provided by Red Hat

同梱なし 同梱 JWS Operator

Red Hat Build of
Quarkus

同梱なし 同梱 該当なし

Kourier Ingress コント
ローラー

同梱なし 同梱 該当なし

RHT Middleware
Bundles Sub
Compatibility
(OpenShift Container
Platform には同梱なし)

同梱なし 同梱 該当なし

IBM Cloud® Pak Sub 互
換性 (OpenShift
Container Platform に
は同梱なし)

同梱なし 同梱 該当なし

OpenShift Do (odo) 同梱なし 同梱 該当なし

Source to Image および
Tekton Builder

同梱なし 同梱 該当なし

OpenShift Serverless
FaaS

同梱なし 同梱 該当なし

IDE 統合 同梱なし 同梱 該当なし

OpenShift サンドボッ
クスコンテナー

同梱なし 同梱なし OpenShift sandboxed
containers Operator

Windows Machine
Config Operator

Community Windows
Machine Config
Operator を同梱 - サブ
スクリプションは不要

Red Hat Windows
Machine Config
Operator を同梱: 別途サ
ブスクリプションが必要

Windows Machine
Config Operator

Red Hat Quay 同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

Quay Operator

機能 OpenShift Kubernetes
Engine

OpenShift Container
Platform

Operator 名
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Red Hat Advanced
Cluster Management

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

Advanced Cluster
Management for
Kubernetes

Red Hat Advanced
Cluster Security

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

該当なし

OpenShift Data
Foundation

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

OpenShift Data
Foundation

機能 OpenShift Kubernetes
Engine

OpenShift Container
Platform

Operator 名

Ansible Automation
Platform Resource
Operator

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

Ansible Automation
Platform Resource
Operator

Red Hat が提供するビジ
ネスの自動化

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

Business Automation
Operator

Red Hat が提供する
Data Grid

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

Data Grid Operator

Red Hat が提供する
Red Hat Integration

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

Red Hat Integration
Operator

Red Hat Integration -
Red Hat が提供する
3Scale

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

3scale

Red Hat Integration -
Red Hat が提供する
3Scale APICast ゲート
ウェイ

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

3scale APIcast

Red Hat Integration -
AMQ Broker

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

AMQ Broker

Red Hat Integration -
AMQ Broker LTS

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

 

Red Hat Integration -
AMQ Interconnect

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

AMQ Interconnect

Red Hat Integration -
AMQ Online

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

 

機能 OpenShift Kubernetes
Engine

OpenShift Container
Platform

Operator 名
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Red Hat Integration -
AMQ Streams

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

AMQ Streams

Red Hat Integration -
Camel K

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

Camel K

Red Hat Integration-
Fuse コンソール

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

Fuse Console

Red Hat Integration-
Fuse Online

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

Fuse Online

Red Hat Integration-
Service Registry
Operator

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

Service Registry

Red Hat が提供する API
Designer

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

API Designer

Red Hat が提供する
JBoss EAP

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

JBoss EAP

Smart Gateway
Operator

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

同梱なし - 別途サブスク
リプションが必要

Smart Gateway
Operator

Kubernetes NMState
Operator

同梱 同梱 該当なし

機能 OpenShift Kubernetes
Engine

OpenShift Container
Platform

Operator 名

7.2. サブスクリプションの制限

OpenShift Kubernetes Engine は、OpenShift Container Platform に限定されたサポート対象機能セット
を低価格で提供するサブスクリプションサービスです。OpenShift Kubernetes Engine と OpenShift
Container Platform は同じ製品であるため、すべてのソフトウェアと機能が両方で提供されます。ダウ
ンロードは、OpenShift Container Platform の 1 つだけです。このため、OpenShift Kubernetes Engine
は、OpenShift Container Platform のドキュメント、サポートサービス、およびバグのエラータを使用
します。
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第8章 OPENSHIFT CONTAINER PLATFORM ドキュメントに関
するフィードバックの提供

エラーを報告したり、ドキュメントの改善を提案したりするには、Red Hat Jira アカウントにログイン
し、課題を送信してください。Red Hat Jira アカウントをお持ちでない場合は、アカウントを作成する
ように求められます。

手順

1. 次のいずれかのリンクをクリックします。

OpenShift Container Platform の Jira 課題  を作成する場合

OpenShift Virtualization の Jira 課題  を作成する場合

2. Summary に課題の簡単な説明を入力します。

3. Description に課題や機能拡張の詳細な説明を入力します。問題があるドキュメントのセク
ションへの URL も記載してください。

4. 問題を作成するには、Create をクリックします。
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